
◆ 広域連携を活かした
より良い避難環境の構築

ビジョン︓災害など危機的な状況にあっても
⼈々が中⻑期的に健康でいられる社会の実現

拠点名︓災害など危機的状況から住⺠を守るレジリエントな広域連携医療拠点

「プロジェクト」の活動範囲

ターゲット１
ヒト・モノがつながる
広域医療連携による
レジリエントな⼈流・物流

体制の構築

ターゲット２
ココロがつながる
災害時もレジリエントな
「こころ」の交流環境の構築

ターゲット３
不調を予測する

中⻑期に渡る健康被害の
検知・予測環境の構築

ターゲット４
正しく知る・育てる
災害について正しい知識が
得られる環境の構築および

⼈材育成

◆ AI等を活⽤した精神
的・社会的孤⽴を防ぐ環
境開発

◆ 災害リスクコニュニケ
ーション体制構築

◆ 教育プログラムの
研究開発

◆ 災害後の健康被害予
測モデル・最適避難モデル
の構築

研究開発課題

拠点策定の
もととなるSDGs

拠点ビジョン・ターゲット・研究開発課題

群⾺⼤学が主に取り組む研究開発課題

※ターゲット・研究開発課題は随時変更の可能性があります

1. 避難所等の次世代
構造の実現

2.健康被害兆候・危険環境の早期検知

◆ターゲット１︓ヒト・モノがつながる

3.必要医薬品量の把握と供給

4.ハイリスク者の健康観察

被災地 被災地外（オフサイト広域健康拠点）

避難所等

⾃治体や災害
拠点との連携

急性期医療
との連携 医療機関との連携 解析チーム


